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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Thank you, Mr. Chairman.
It is my great honor to have this opportunity.
I would like to thank the organizing committee for arranging this conference. 

On the way from my home to university,
 I sometimes meet such a kinder garden’s bus.
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これは最初にご説明したキク属植物の系統分化の図ですが、これと先ほどの結果を照らし合わせると
まず、イワギクやコハマギクのグループはほとんど－のパターンである①②③のパターンを示し、葉緑体遺伝子からも近縁であるということが裏付けられました。
同様にイソギクとシオギクも、連続性のあるパターンを示しました。
また、シマカンギクとリュウノウギク、ナカガワノギクは一部を除いて同じパターンを示しました。
しかしキクタニギクはまわりの他種とは独立したパターンを示しました。ノジギクも同様にこれらの種とは不連続なパターンを示しました。
さらにサツマノギクやオオシマノジギクはノジギクから分化したと考えられているにも関わらず、固有のパターンを示し、ノジギク以外にも起源を持つ可能性が考えられました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず、栽培ギクの分析を行った結果をご紹介したいとおもいますが、その前に現在の栽培品種の育成の過程について簡単にお話ししたいと思います。
栽培ギクの原型は中国で誕生したのではないかと考えられているということは先ほど述べましたが、それが奈良時代ごろに日本に輸入され、育種・改良が進められた結果、嵯峨ギクや伊勢ギク、肥後ギクといったそれぞれ特色のある古典品種が生まれました。
そして古典品種からさらに改良が進んだ現在の趣味用品種に近いものがヨーロッパやアメリカへ１７００年代にわたり、それぞれの国で独自の改良が進められました。そこで誕生したのが現在の営利用栽培品種に近い形態のものであり、それが戦後、日本に再び導入されました。
現在日本で栽培されているキクは趣味用栽培品種と営利用栽培品種とに大きく分けることができますが、趣味用品種は在来の古典品種に近く、営利用品種はヨーロッパやアメリカで育成されたものに近いと思われます。
また、中国産栽培品種も日本産のものと同様に、現在ではアメリカ・ヨーロッパのものの影響を受けていると思われますが、同時に古い栽培ギクの原型を受け継いでいる可能性も考えられます。
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Short day (Iong night) plants flower when night length
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
キクの生産性に関して、どういった性質が必要とされているか。
実際に私が海外や国内の生産現場を訪問したときの写真ですが、
例えばオランダでは、機械による一斉収穫。
生育・開花の斉一性、そろいの良さが重要視されている。

一方で、日本では気温の変動が大きい。
夏場の高温でも開花する性質、冬場の低温でも開花する性質がもとめられおり、これらは冷暖房コストの削減に直結する非常に重要な性質。
これに加えて、電照感受性や休眠性除去など、コントロールしやすい性質が求められている。

それでは、こういった性質を兼ね備えた画期的な実用品種を育成していくにはどうしたらいいか？
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
さらに、葉から茎頂部への長距離移行性の検証
たんぱく質間相互作用解析
一過的遺伝子誘導実験などを通じ、
最終的にAFTたんぱく質がアンチフロリゲンの分子実体であることがわかった。
キクには、フロリゲンによる開花促進機構だけでなく、アンリフロリゲンによる積極的な開花抑制機構が存在することがわかった。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これらの発見はキクの電照栽培を最適化する上で重要な意味を持つ
まず電照波長域の最適化、フィトクロムが主要な光受容体であること。
白熱球から消費電力の少ないLED光源などに切り替える際の科学的裏付けを提示した。

電照時間帯の最適化について
これまでの慣行栽培では暗期の中心が最も効果が高いと言われてきた。
日没から一定時間後に照射するのが最も効果的とわかった。
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Fig. 3. The process of mutation breeding in Horim series.
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マロニルCoA（３分子）

P-クマロイルCoA

2‘,4’,6‘,4-テトラヒドロキシカルコン

オーレウシジン（黄）

ケンフェロール

ナリンゲニン

アピゲニン

ジヒドロケルセチン

ジヒドロケンフェロール

ジヒドロミリセチン

ロイコシアニジン

ロイコペラルゴニジン

ロイコディルフィニジン

シアニジン（ピンク）

ペラルゴニジン（オレンジ）

ディルフィニジン（青紫）

シアニジン-3-グルコシド

ペラルゴニジン-3-グルコシド

ディルフィニジン-3-グルコシド

シアニジン系色素

ペラルゴニジン系色素

ディルフィニジン系色素
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Generation of blue chrysanthemums by
anthocyanin B-ring hydroxylation and
glycosylation and its coloration mechanism
(7> b7 = OBIRODKEEL & BeiElr
BICED2BNF 7 DEIHEZD
ERIROAHZXL)
— Science Advances

Scientists genetically engineer the world’s first
blue chrysanthemum
— Science News

Scientists Give a Chrysanthemum the Blues
—The New York Times

“True blue’ chrysanthemum flowers produced
with genetic engineering
—Nature News
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